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1. 2022年3月期第3四半期の連結業績（2021年4月1日～2021年12月31日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年3月期第3四半期 6,295 48.8 769 2,444.3 907 4,342.9 553 ―
2021年3月期第3四半期 4,230 △26.4 30 △94.2 20 △96.5 △181 ―

（注）包括利益 2022年3月期第3四半期　　584百万円 （277.5％） 2021年3月期第3四半期　　154百万円 （△10.7％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

2022年3月期第3四半期 289.86 ―
2021年3月期第3四半期 △95.46 ―

(2) 連結財政状態
総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2022年3月期第3四半期 15,812 8,722 55.0 4,548.80
2021年3月期 13,347 8,215 61.4 4,306.15
（参考）自己資本 2022年3月期第3四半期 8,701百万円 2021年3月期 8,193百万円

2. 配当の状況
年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年3月期 ― 0.00 ― 55.00 55.00
2022年3月期 ― 0.00 ―
2022年3月期（予想） 55.00 55.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 2022年 3月期の連結業績予想（2021年 4月 1日～2022年 3月31日）
（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 8,000 35.7 800 257.1 920 162.5 560 117.9 293.35

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有
（注）詳細は、添付資料７ページ「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（３） 四半期連結財務諸表に関する注記事項（四半期連結財務諸表の作成に特
有の会計処理の適用）」をご覧下さい。

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示
① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有
② ①以外の会計方針の変更 ： 無
③ 会計上の見積りの変更 ： 無
④ 修正再表示 ： 無
（注）詳細は、添付資料７ページ「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（３） 四半期連結財務諸表に関する注記事項（会計方針の変更）」をご覧下さ
い。

(4) 発行済株式数（普通株式）
① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2022年3月期3Q 2,000,000 株 2021年3月期 2,000,000 株
② 期末自己株式数 2022年3月期3Q 87,036 株 2021年3月期 97,336 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 2022年3月期3Q 1,908,958 株 2021年3月期3Q 1,898,775 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
（将来に関する記述等についてのご注意）
　 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その
達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる仮定及
び業績予想のご利用に当たっての注意事項等については、２ページ「（１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する
説明」をご覧下さい。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

　当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、ワクチン接種の進展による経済活動正常化に向けた動きや、

設備投資や生産・輸出等に持ち直しの動きが見られたものの、足元では変異株による感染者が急速に増加してお

り、依然として予断を許さない状況が続いております。

　世界経済は、ワクチン接種の進展に伴い一部地域では経済の回復の動きが見られたものの、変異株による感染再

拡大の懸念に加え、米中対立の長期化、電子部品等の供給不足、原材料価格の高騰、物流の停滞・輸送費用の高

騰、地政学リスクの高まり等の不安定要因も並存しており、先行きは一段と不透明感を増しております。

　このような状況のもと、当第３四半期連結累計期間の業績は、当社の主力市場の一つである北米市場の需要回復

等により、連結売上高は62億９千５百万円（前年同期比48.8％増加）となりました。

　損益につきましては、売上高の増加、ガス機器部門の採算性向上や為替相場が想定よりも円安基調で推移したこ

と等により、営業利益は７億６千９百万円（同2,444.3％増加）、経常利益は９億７百万円（同4,342.9％増加）、

親会社株主に帰属する四半期純利益は５億５千３百万円（前年同期は１億８千１百万円の親会社株主に帰属する四

半期純損失）となりました。

　セグメントごとの経営成績は次のとおりであります。

　ガス機器事業は、受託実験の増加やフォークリフト向け部品の販売増加等により、売上高は24億２千１百万円

（同37.8％増加）、セグメント利益は３億５千万円（前年同期は２億３千７百万円の損失）となりました。

　汎用機器事業は、主要マーケットである米国市場の需要回復・販売増加等により、売上高は29億１千８百万円

（同69.5％増加）、セグメント利益は９千８百万円（前年同期は３千１百万円の損失）となりました。

　自動車機器事業は、インド市場の販売回復やフォークリフト向けキャブレターの販売増加等により、売上高は５

億４千２百万円（同61.1％増加）、セグメント利益は５百万円（前年同期は１千３百万円の損失）となりました。

　不動産賃貸事業は、売上高は４億１千２百万円（同0.5％減少）、セグメント利益は３億１千４百万円（同0.3％

増加）となりました。

（２）財政状態に関する説明

（資産の部）

　当第３四半期連結会計期間末における総資産の残高は158億１千２百万円と、前連結会計年度末と比べて24億６

千４百万円増加しました。主な増減項目は、建設仮勘定の増加（22億６千２百万円）、その他の流動資産の増加

（５億６千８百万円）、受取手形、売掛金及び契約資産の増加（３億８千３百万円）、現金及び預金の減少（10億

２千６百万円）であります。

（負債の部）

　当第３四半期連結会計期間末における負債の残高は70億９千万円と、前連結会計年度末と比べて19億５千７百万

円増加しました。主な増減項目は、長期借入金の増加（13億４千万円）、その他の流動負債の増加（３億６千４百

万円）であります。

（純資産の部）

　当第３四半期連結会計期間末における純資産の残高は87億２千２百万円と、前連結会計年度末と比べて５億７百

万円増加しました。主な増減項目は、利益剰余金の増加（４億４千４百万円）であります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　2022年１月27日に「業績予想の修正に関するお知らせ」にて公表しましたとおり、通期の連結業績予測につきま

しては、売上高は前回予想値と同程度の見込みであります。また、損益につきましては、売上高の増加、ガス機器

部門の採算性向上、不採算取引の改善効果や為替相場が想定よりも円安基調で推移したこと等により、営業利益・

経常利益・親会社株主に帰属する当期純利益ともに前回予想値（2021年10月27日公表）を上回る見込みでありま

す。
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2021年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,870,104 2,843,367

受取手形及び売掛金 860,557 －

受取手形、売掛金及び契約資産 － 1,243,777

電子記録債権 287,917 402,391

商品及び製品 900,743 1,126,941

仕掛品 1,050,617 1,245,677

原材料及び貯蔵品 66,030 83,051

その他 214,231 783,022

貸倒引当金 △7,972 △8,964

流動資産合計 7,242,231 7,719,264

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 2,376,542 2,313,971

機械装置及び運搬具（純額） 776,202 659,774

建設仮勘定 583,893 2,846,588

その他（純額） 582,246 549,422

有形固定資産合計 4,318,884 6,369,756

無形固定資産 44,144 52,889

投資その他の資産

投資有価証券 1,707,879 1,632,206

その他 34,674 38,275

投資その他の資産合計 1,742,553 1,670,482

固定資産合計 6,105,582 8,093,128

資産合計 13,347,813 15,812,393

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 92,372 280,162

電子記録債務 335,830 372,300

短期借入金 2,300,000 2,400,000

未払法人税等 28,907 317,548

賞与引当金 144,012 77,099

設備関係支払手形 230,700 88,200

その他 286,381 650,588

流動負債合計 3,418,203 4,185,898

固定負債

長期借入金 150,000 1,490,000

退職給付に係る負債 646,205 542,820

その他 918,151 871,405

固定負債合計 1,714,356 2,904,225

負債合計 5,132,559 7,090,124

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

- 3 -

㈱ニッキ　（6042）　2022年３月期　第３四半期決算短信



（単位：千円）

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2021年12月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 500,000 500,000

資本剰余金 44,762 51,809

利益剰余金 6,936,372 7,380,766

自己株式 △229,815 △205,496

株主資本合計 7,251,319 7,727,078

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 921,662 867,085

為替換算調整勘定 △38,883 58,964

退職給付に係る調整累計額 59,052 48,569

その他の包括利益累計額合計 941,831 974,620

非支配株主持分 22,103 20,569

純資産合計 8,215,253 8,722,268

負債純資産合計 13,347,813 15,812,393
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（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年12月31日)

売上高 4,230,710 6,295,167

売上原価 3,225,023 4,515,188

売上総利益 1,005,686 1,779,978

販売費及び一般管理費 975,440 1,010,457

営業利益 30,245 769,521

営業外収益

受取利息 10,732 8,941

受取配当金 33,516 41,536

為替差益 － 108,041

その他 24,468 22,996

営業外収益合計 68,717 181,516

営業外費用

支払利息 23,191 23,338

支払手数料 － 20,000

為替差損 55,341 －

その他 0 0

営業外費用合計 78,532 43,338

経常利益 20,430 907,699

特別利益

固定資産売却益 252 243

特別利益合計 252 243

特別損失

固定資産除売却損 59 47,191

環境対策費 － 24,140

減損損失 154,661 －

特別損失合計 154,720 71,331

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期

純損失（△）
△134,037 836,611

法人税等 76,960 283,901

過年度法人税等 △17,981 －

四半期純利益又は四半期純損失（△） △193,016 552,710

非支配株主に帰属する四半期純損失（△） △11,766 △626

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主

に帰属する四半期純損失（△）
△181,249 553,336

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年12月31日)

四半期純利益又は四半期純損失（△） △193,016 552,710

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 411,478 △54,576

為替換算調整勘定 △67,255 96,941

退職給付に係る調整額 3,643 △10,483

その他の包括利益合計 347,865 31,881

四半期包括利益 154,849 584,592

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 168,979 586,125

非支配株主に係る四半期包括利益 △14,130 △1,533

（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

（税金費用の計算）

　税金費用につきましては、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会

計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

（会計方針の変更）

（収益認識に関する会計基準の適用）

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」という。）

等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該

財又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することといたしました。

　収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従って

おり、第１四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、第１四半

期連結会計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。

　この結果、当第３四半期連結累計期間の四半期連結財務諸表に与える影響は軽微であります。

　収益認識会計基準等を適用したため、前連結会計年度の連結貸借対照表において、「流動資産」に表示してい

た「受取手形及び売掛金」は、第１四半期連結会計期間より「受取手形、売掛金及び契約資産」に含めて表示す

ることといたしました。なお、収益認識会計基準第89－２項に定める経過的な取扱いに従って、前連結会計年度

について新たな表示方法により組替えを行っておりません。さらに、「四半期財務諸表に関する会計基準」（企

業会計基準第12号　2020年３月31日）第28-15項に定める経過的な取扱いに従って、前第３四半期連結累計期間

に係る顧客との契約から生じる収益を分解した情報を記載しておりません。

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

　「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号　2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基

準」（企業会計基準第10号　2019年７月４日）第44－２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準

等が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することといたしました。これによる四半期連結財務諸表に

与える影響はありません。
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（単位：千円）

ガス機器
事業

汎用機器
事業

自動車機
器事業

不動産賃
貸事業

合計 調整額

四半期連結

損益計算書

計上額

(注)

売上高

外部顧客への売上高 1,758,120 1,721,352 336,800 414,437 4,230,710 － 4,230,710

セグメント間の内部

売上高又は振替高
－ － － － － － －

計 1,758,120 1,721,352 336,800 414,437 4,230,710 － 4,230,710

セグメント利益又は

損失（△）
△237,996 △31,716 △13,664 313,623 30,245 － 30,245

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　2020年４月１日　至　2020年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　（固定資産に係る重要な減損損失）

当社は本社厚木工場の建替え・移設を決議したことに伴い、現本社厚木工場の将来使用見込みがなくなっ

たことから、減損損失154,661千円を特別損失に計上しております。報告セグメント毎の金額は、ガス機器

事業97,038千円、汎用機器事業39,654千円、自動車機器事業17,967千円であります。
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（単位：千円）

ガス機器
事業

汎用機器
事業

自動車機
器事業

不動産賃
貸事業

合計 調整額

四半期連結

損益計算書

計上額

(注)

売上高

日本 1,757,392 272,499 373,747 － 2,403,639 － 2,403,639

米国 188,954 2,480,859 7,321 － 2,677,134 － 2,677,134

中国 65,405 135,729 502 － 201,637 － 201,637

韓国 108,322 27,856 827 － 137,005 － 137,005

その他 301,789 1,276 160,206 － 463,272 － 463,272

顧客との契約から生

じる収益
2,421,864 2,918,220 542,604 － 5,882,690 － 5,882,690

その他収益 － － － 412,477 412,477 － 412,477

外部顧客への売上高 2,421,864 2,918,220 542,604 412,477 6,295,167 － 6,295,167

セグメント間の内部

売上高又は振替高
－ － － － － － －

計 2,421,864 2,918,220 542,604 412,477 6,295,167 － 6,295,167

セグメント利益 350,783 98,154 5,977 314,606 769,521 － 769,521

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　2021年４月１日　至　2021年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

（注）セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

２．報告セグメントの変更等に関する事項

（収益認識に関する会計基準等の適用）

「会計方針の変更」に記載のとおり、第１四半期連結会計期間の期首から収益認識会計基準等を適用し、

収益認識に関する会計処理方法を変更したため、報告セグメントの利益又は損失の測定方法を同様に変更し

ております。

当該変更が報告セグメントの売上高及び利益又は損失に与える影響は軽微であります。

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

固定資産に係る重要な減損損失の認識、のれんの金額の重要な変動及び重要な負ののれん発生益の認識は

ありません。
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